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自
己
負
担
は「
当
た
り
前
」で
は
な
い

６
月
８
日　

市
民
講
座
開
催

―
骨
か
ら
探
る
人
類
史
―

人
類
は
噛
ん
で
進
化
し
た

　

今
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
好
き

な
日
本
人
は
お

ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
今
回
の
相
互
関
税
騒

動
、
私
は
昔
の
渡
邉
恒
雄
氏

が
起
こ
し
た
プ
ロ
野
球
の
１

リ
ー
グ
制
騒
動
を
思
い
出

す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
、
恒
雄
氏

と
も
に
強
引
に
突
然
の
嵐
を

呼
ん
だ
。
た
だ
、
１
リ
ー
グ

制
騒
動
で
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
が
他
の
球
団
の
面
倒
を
見

て
い
る
の
だ
か
ら
、
利
益
を

も
っ
と
よ
こ
せ
と
い
っ
て
い

た
気
が
す
る
。
騒
動
が
終
わ

っ
て
２
リ
ー
グ
制
の
ま
ま
だ

っ
た
が
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
も
東
京
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

に
、
全
て
地
域
球
団
と
な
り

プ
ロ
野
球
が
活
気
付
い
た
。

　

今
回
の
騒
動
、
ア
メ
リ
カ

が
商
品
の
輸
入
を
一
手
に
引

き
受
け
て
い
る
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
と
思
う
。
他
の
国

は
ア
メ
リ
カ
を
食
い
物
に
し

て
き
て
、
こ
れ
か
ら
製
造
業

を
立
て
直
す
か
ら
ア
メ
リ
カ

製
品
を
買
え
と
い
う
こ
と

か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
正
義

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る

が
、
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

か
な
り
歪
な
も
の
だ
。
消
費

を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る

国
が
紙
切
れ
で
世
界
中
の
富

を
集
め
、
ま
だ
文
句
を
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

プ
流
で
は
な
い
修
正
が
必
要

な
時
期
に
来
て
い
る
。（
Ｔ
）

　

厚
労
省
は
３
日
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
ら
全
員
を
対
象

に
、「
資
格
確
認
書
」
自
動
交
付
を
決
定
し
た
。
現
在
、
交

付
さ
れ
て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
７
月
末
ま
で
だ
が
、
期
限
が
切
れ
る
前
に
75
歳
以

上
の
全
員
に
資
格
確
認
書
が
届
く
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
は
６
月
８

日
、
「
歴
史
ミ
ス
テ
リ
ー
：
人
類
は
噛
ん
で
進
化
し
た
―
骨

か
ら
探
る
人
類
史
―
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
講
座
を
開
く
。
講

師
は
、
国
立
科
学
博
物
館
名
誉
研
究
員
／
日
本
歯
科
大
学
客

員
教
授
、
座
間
市
教
育
委
員
の
馬
場
悠
男
氏
。

第57回定期総会 第61回通常評議員会

マイナ保険証の有無に限らず

（有効期限は来年７月末まで）

資
格
確
認
書
75歳以上には全員に自動交付

の
は
、
ま
ず
乱
受
診
を
防
止

す
る
と
。
医
療
費
を
節
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
と
、
容
易
に
疾
病
を
感
受

し
て
、
軽
症
重
症
等
を
疑
心

し
、
単
に
精
神
作
用
に
よ
っ

て
発
病
を
下
す
よ
う
な
、
い

わ
ゆ
る
疾
病
恐
怖
症
の
よ
う

な
も
の
を
防
止
す
る
。
疾
病

療
養
の
機
会
を

療
養
の
機
会
を

失
わ
せ
る
恐
れ
も

失
わ
せ
る
恐
れ
も

　

一
方
、
不
要
論
と
し
て
は

保
険
料
の
対
価
に
対
す
る
も

の
と
し
て
保
険
給
付
を
行
う

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
さ

ら
に
金
銭
負
担
を
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
、
保
険
原
理
に

い
か
、
そ
う
い
う
指
摘
が
あ

る
。医

療
提
供
体
制
と

医
療
提
供
体
制
と

保
険
証

保
険
証

　

特
に
窓
口
負
担
に
焦
点
を

当
て
て
話
し
て
き
た
が
、
医

療
ア
ク
セ
ス
と
い
う
点
で
は

窓
口
負
担
の
問
題
の
ほ
か
に

な
が
っ
て
く
る
。
地
域
を
支

え
る
存
在
と
し
て
の
医
療
・

公
衆
衛
生
の
重
要
性
は
地
域

経
済
へ
の
影
響
も
あ
る
と
い

う
視
点
も
重
視
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
病
院
や
医
療
機
関

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

経
済
の
状
況
も
変
わ
る
だ
ろ

う
。
経
済
的
な
波
及
効
果
と

い
う
こ
と
も
出
て
く
る
。

保
険
証
も
ア
ク
セ
ス

保
険
証
も
ア
ク
セ
ス

　

保
険
証
に
つ
い
て
は
私
も

抵
抗
し
て
い
る
も
の
の
一
人

だ
。
人
権
の
問
題
と
し
て
従

来
の
保
険
証
を
あ
の
よ
う
な

形
で
廃
止
す
る
と
い
う
の
は

違
法
な
こ
と
だ
と
思
う
。
こ

れ
も
医
療
ア
ク
セ
ス
の
阻
害

要
因
だ
と
思
っ
て
い
る
。

と
に
よ
っ
て
給
付
さ
れ
る
。

医
療
の
現
物
給
付
原
則
と
い

う
の
は
、
次
の
３
点
を
意
味

す
る
。
１
つ
は
、
患
者
に
必

要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も

の
を
給
付
す
る
こ
と
。
ま
さ

に
だ
。
２
つ
目
に
は
、
必
要

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
原
則
と

し
て
医
療
現
場
の
専
門
的
裁

量
に
委
ね
る
こ
と
。
３
つ
目

は
、
必
要
な
医
療
の
給
付
は

公
的
に
保
障
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

一
部
負
担
金

一
部
負
担
金

必
要
論

必
要
論

　

健
康
保
険
の
場
合
は
、
制

度
新
設
の
当
初
か
ら
一
部
負

恐
怖
症
は
、
健
康
を
損
な
う

の
み
な
ら
ず
無
益
に
保
険
の

財
源
を
支
障
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
、
一
部
負
担
に

よ
っ
て
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
た
も
の
だ
。
医
療

費
防
国
論
に
近
い
よ
う
な
話

だ
が
、
そ
う
い
う
意
見
が
あ

る
。

担
金
を
必
要
と
す
る
論
と
、

不
要
と
す
る
論
が
あ
る
。
一

部
負
担
金
の
必
要
論
と
い
う

反
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
。
そ
れ
か

ら
、
保
険
料
を
払
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
負

担
の
能
力
が
な
い
と
き
に

は
、
医
療
に
か
か
れ
な
い
と

い
う
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
療
養
の
機
会
を
失
わ

せ
る
恐
れ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

も
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。

過
疎
地
域
を
中
心
と
し
た
医

療
・
看
護
師
等
の
不
足
や
偏

在
の
解
消
、
労
働
環
境
の
改

善
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
公
衆

衛
生
体
制
の
充
実
も
あ
る
。

保
健
所
の
増
設
と
機
能
の
拡

充
、
保
健
師
の
増
員
。
こ
れ

は
全
て
医
療
ア
ク
セ
ス
に
つ

現
物
給
付
が
原
則

現
物
給
付
が
原
則

　

法
律
に
は
療
養
の
給
付
と

い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が
、

こ
れ
は
現
物
給
付
が
医
療
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
保
険
医
療
機
関
に

被
保
険
者
証
を
提
示
す
る
こ

　

協
会
は
２
月
１
日
、
大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合
会
館
Ｍ

＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
、「
弁
護
士
か
ら
見
た
、
患
者
の
受
診
機

会
の
保
障
―
医
療
ア
ク
セ
ス
と
経
済
的
負
担
―
」
と
題

し
、
日
弁
連
貧
困
問
題
対
策
本
部
事
務
局
次
長
の
森
弘
典

弁
護
士
を
講
師
に
会
員
学
習
会
を
開
催
し
た
。
編
集
部
の

責
任
で
講
演
概
要
を
ま
と
め
紹
介
す
る
最
終
回
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の

有
無
に
限
ら
な
い

　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

に
は
、
２
０
２
５
年
７
月
以

降
順
次
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
「
資
格
確
認

書
」
が
自
動
的
に
交
付
さ
れ

る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ

ら
な
い
。「
資
格
確
認
書
」

は
、
従
来
の
健
康
保
険
証
と

同
じ
よ
う
に
利
用
で
き
る
。

新
た
に
交
付
さ
れ
る
資
格
確

認
書
の
有
効
期
限
は
２
０
２

６
年
７
月
末
ま
で
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
が
進
ま
な
い

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
１
月
の

　

今
回
の
市
民
講
座
は
、
Ｍ

＆

Ｄ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
ウ
ェ

ブ
も
併
用
し
て
開
催
す
る

（
定
員
１
０
０
人
）
。
参
加

費
は
無
料
。
ス
タ
ッ
フ
・
ご

家
族
を
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
」
大
阪
連
絡
会
は
、「
誰

も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
安
心
し
て
安
全
な
歯
科

医
療
」
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
市
民
講
座
や
歯
の
健
康

教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民

講
座
で
は
健
康
な
体
づ
く
り

を
テ
ー
マ
と
し
て
幅
広
い
学

習
テ
ー
マ
を
設
け
企
画
し
て

い
る
。（
抄
録
、
講
師
略
歴

は
３
面
参
照
）

　

連
絡
会
は
、「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
」
署
名
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
署
名
入
り
の
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
中
。

ハ
ガ
キ
型
の
署
名
で
切
手
な

し
で
投
函
で
き
る
。
ぜ
ひ
合

わ
せ
て
活
用
を
お
願
い
し
た

い
。

６月１日（日）13：00～15：00
（於：ホテルモントレグラスミア
大阪21階）
総会議事　13：00～15：00
記念講演　15：00～17：00
【議案】
① 情勢23・24年度活動総括、25
・26年度活動方針案
②規約改定
③24年度決算報告案、監査報告
④25年度予算案
⑤事務局長・名誉役員承認の件

５月17日（土）18：00～20：00
（於：M&Dホール）
【議案】
① 情勢、23・24年度活動総括、
25・26年度活動方針案
②規約改定
③24年度決算報告案、監査報告
④25年度予算案
⑤理事、監事の選出
⎛
｜
⎝

⎛
｜
⎝

評議員の先生には別途、ご
案内をお送りしています

利
用
率
は
25
・
42
％
。
従
来

の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
た
昨

年
12
月
前
後
、
利
用
率
は
若

干
の
変
化
が
見
ら
れ
た
も
の

の
上
昇
は
止
ま
っ
た
。
保
団

連
が
２
月
に
実
施
し
た
医
療

機
関
調
査
で
も
マ
イ
ナ
保
険

証
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
多
発
が

未
だ
み
ら
れ
る
。
全
体
の
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
率
も
低
調

が
続
く
が
、
75
歳
以
上
の
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
ほ

か
の
年
代
に
比
べ
て
さ
ら
に

低
い
。
今
年
７
月
を
前
に
資

格
確
認
書
の
交
付
を
求
め
る

申
請
が
自
治
体
窓
口
に
殺
到

す
る
こ
と
を
恐
れ
て
の
対
応

と
み
ら
れ
る
。

弁
護
士　

森
弘
典

弁
護
士　

森
弘
典

人
権
人
権
と
し
て
の

と
し
て
の

　　

医
療
ア
ク
セ
ス

医
療
ア
ク
セ
ス

⑦

　GWに伴う本紙の発行
と協会事務局の休務期間
は次の通りです。
【新聞】５/５付休刊
【休務】 ５/１、 

５/３～５/6

おことわり

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

※お申込みはコチラ
日時　６月８日（日）
　　　午前10時30分～12時30分
会場　現地会場・Ｍ＆Ｄホール＋Zoom併用
会費　無料　申込　QRコード・協会ＨＰ


